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都道府県医師会 情報システム担当理事 殿 

 
日本医師会 常任理事 
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内閣府実施の医療機関に対する 
「次世代医療基盤法に関するアンケート調査」について（依頼） 

 
 
拝啓 時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃より会務運営に対しま

してご高配を賜り深く感謝申し上げます。 
 

 さて今般、内閣府日本医療研究開発機構・医療情報基盤担当室参事官より、本会に

対して標記に関する協力依頼がありました。 

 
 「医療分野の研究開発に資するための匿名加工医療情報に関する法律」、いわゆる

「次世代医療基盤法」（平成 29 年法律第 28 号。）は、医療情報（病歴）が要配慮個人

情報と位置付けられた改正個人情報保護法下において、個人の権利利益の保護に配慮

しつつ、個人を識別できないように匿名加工された医療情報を安心して円滑に利活用

するための法律として、平成 29 年 5 月に公布、翌 30 年 5 月に施行されました。 

 
 同法では、契約した医療機関等から、丁寧なオプトアウト手法により収集した医療

等の情報を連結（名寄せ）して蓄積し、利活用者のニーズに合わせて匿名加工医療情

報を生成して、有償で提供する事業を行う「認定匿名加工医療情報作成事業者」（以

下、「認定事業者」という。）を国が認定する制度が定められており、その詳細は、平

成 30 年 6 月 11 日付日医発第 261 号（情シ 8）「医療分野の研究開発に資するための

匿名加工医療情報に関する法律等の施行について」にてお示しした通りです。 

 
 日本医師会といたしましては、本会が目指す生涯保健事業の体系化の達成のために

も、同法の円滑な施行は必要不可欠であると考えており、各種発信文書や協議会など

を通じて周知、広報に協力するとともに、新たに「一般財団法人 日本医師会医療情

報管理機構」を設立、同法人として認定事業者となるべく申請を行っているところで

す（現時点では、認定を受けた事業者はまだ存在しません）。 

 
 
 



 このようなことを背景に、次世代医療基盤法の所管官庁のひとつである内閣府が、

全国の医療機関に対して、現時点における次世代医療基盤法の認知度や理解度、協力

意向の実態を把握し、制度の理解増進に向けた課題を特定するため、標記の調査を行

うこととなりました。 

 
 本調査は、全国の病院 2,500 カ所、一般診療所 2,500 カ所を対象としたサンプリン

グ調査で、実施主体は内閣府、担当部局は内閣官房 健康・医療戦略室、調査請負業

者は（株）野村総合研究所となります。実施方法は、郵送されるアンケート調査票（別

添：病院版／診療所版・各 8 頁）に記入、返送いただく形となっており、回答者とし

ては、医療機関の理事長、院長、事務局長及びそれに準ずる役職の方を想定しており

ます。実施時期は、対象医療機関への調査票発送は令和元年 12 月 13 日（予定）、回

答締切は令和 2 年 1 月 14 日（当日消印有効）とのことです。 

 
 つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただくとともに、調査

票が届いた場合には無理のない範囲で調査にご協力いただけるよう、貴会会員への周

知方ご高配賜りますようお願い申し上げます。 

 
 なお、調査対象医療機関のリストを、都道府県医師会宛て文書管理システムの「フ

ォーマット」内の専用ページ（次世代医療基盤法に関するアンケート調査関連ページ）

に都道府県医師会別にご用意しております。必要に応じてダウンロードの上、ご参考

にしていただければ幸いです。 

 
 また、次世代医療基盤法に関する情報は、下記の通り、「内閣府」のホームページ

にて公開されておりますことを申し添えます（URL は R.1.12 現在のものです）。 

 
■内閣府「次世代医療基盤法について」 

https://www8.cao.go.jp/iryou/ 

 
以上 
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日頃より次世代医療基盤法に御理解と御協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

成長戦略 2019フォローアップ（令和元年６月 21日閣議決定）では、次世代医療基盤法の

下、同法の基本方針に基づき、広報・啓発による国民の理解増進を行うとともに、幅広い主

体による匿名加工医療情報の医療分野の研究開発への利活用を推進する仕組みを稼働させ

ることが謳われております。上記を踏まえ、今後、内閣府では、国民・患者向けポスター、

広報動画、医療機関向けや自治体向けの研修教材等の作成・展開を通じて、普及啓発を図っ

ていく予定です。 

こうした環境の下、内閣府では、全国の医療機関に対して、現時点における次世代医療基

盤法の認知度、理解度、協力意向の実態を把握し、制度の理解増進に向けた課題を特定する

ため、標記調査を行うこととしました。 
本調査の実施にあたり、御協力いただきたい内容は下記となります。 
 

記 
 
都道府県医師会、郡市医師会を通じた、各医療機関に対する標記アンケート調査への協力依頼 

 本調査は全国の病院 2,500 カ所、一般診療所 2,500 カ所を対象としたサンプリング

調査であり、別紙医療機関に送付される予定です。 
 調査実施時期は、2019 年 12 月頃を予定しており、その時期に内閣府から郵送でア

ンケート調査票が送られてきた場合は、ご協力頂きたい旨を貴会から都道府県医師

会、郡市医師会を通じてご周知ください。 
 なお、回答者は理事長や院長、事務局長及びそれに準ずる方を想定しており、回答

に必要な時間は 10 分程度に収める予定です。また、本調査は匿名での実施を想定し

ております。 
 

業務御多忙の中、お手数をおかけしますが、ご協力の方なにとぞ宜しくお願い申し上げます。 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
【本件に関するお問い合わせ】 
 内閣府「次世代医療基盤法コールセンター」TEL：0570－050－211（ナビダイヤル） 
                        03－6731－9590（一般電話） 
調査請負先：野村総合研究所 グローバル製造業コンサルティング部 
担当：尾本 巧 E-mail: t-omoto@nri.co.jp  TEL：090-7173-4660 (携帯) 
   吉澤 友貴  E-mail: y-yoshizawa@nri.co.jp  TEL：080-5171-6794 (携帯) 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

mailto:a2-takada@nri.co.jp
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次世代医療基盤法に関するアンケート調査 

 
 

１ アンケートの主旨と概要 

次世代医療基盤法1の理解増進に向けた対策を実施するために、現状を正しく把握するとともに、具体的な対

策を検討する際の基礎資料とさせていただきたく思います。 

２ アンケート回答者(記入者) 

本アンケートは、貴院の理事長や院長、事務局長およびそれに準ずる方宛にお送りしています。 

調査内容全体を見通すことができる方にご回答頂くことを想定しています。 

3 記入の方法 

設問の指示に従い、選択肢の番号に○を記入してください。 

ご記入頂く際の筆記用具は、鉛筆または黒のボールペンなどでお願いいたします。 

４ 返信の方法 

同封の返信用封筒（切手不要）に調査票を入れて、令和２年1月 14日（火）までにご投函  

ください（消印有効）。 

５ 返送いただいた回答について 

本アンケートは全て匿名アンケートです。 

回答はすべて統計的に処理され、個々の調査票を外部に出すことはありません。 

 

ご多忙のところ大変恐縮ですが、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

 本アンケートの構成  

本アンケートは以下の 3 つの章から構成されています。 

Ⅰ 貴機関の基本情報（問 1） 

 アンケート結果を分析する際の基礎となる、貴機関の基本情報に関する設問です。 

2019 年 12月時点の情報をご記載ください。 

Ⅱ 次世代医療基盤法の内容に関する設問（問 2～7） 

 次世代医療基盤法の認知度及び、その内容に関して、回答者様のご認識をお伺いする設問です。 

回答は回答者様ご自身の見解で差し支えありません。 

Ⅲ 次世代医療基盤法への協力意向に関する設問（問 8～10） 

 認定事業者に対して、貴機関から医療情報を提供することに対しての協力意向と、その理由に関する

設問です。回答は回答者様ご自身の見解で差し支えありません。 

 

 問い合わせ先  

調査実施 ： （株）野村総合研究所 グローバル製造業コンサルティング部 （担当：吉澤、尾本、松本） 

E-mail ： jisedai-iryou-enq@nri.co.jp 

TEL ： 0120‐901-842 (次世代医療基盤法に関するアンケート事務局) 

 

                                                   
1医療分野の研究開発に資するための匿名加工医療情報に関する法律 平成 29年 5月 12日公布 
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問 1 貴機関に関して以下の各設問にお答えください（令和元年 12月 1日時点） 

①回答者様の役職  

②所在する都道府県 
                  都 道 

                  府 県 

③所在する市区町村区分 

1．特別区                       2．政令指定都市   

3．中核市(およそ人口 20 万人以上の都市)  4．その他の市   

5．町村 

④病床数 
1．20～49 床 

4．200～399 床   

2．50～99 床  

5．400 床以上 

3．100～199 床 

 

⑤届け出ている医療機能 

1．特定機能病院 

2．地域医療支援病院 

3．該当なし 

 

 

 

⑥設立主体 

1．国（国立大学法人含む） 

2．公的医療機関（都道府県、市町村、地方独立行政法人、日赤、済生会 等） 

3．社会保険関係団体 

（健康保険組合及びその連合会、共済組合及びその連合会、国民健康保険組合） 

4．医療法人   

5．個人   

6．その他（公益法人、私立学校法人、社会福祉法人、医療生協、会社、その他法人） 

 

⑦同一経営主体が運営する 
医療機関数 
(⑥で選択肢4，5，6に回答
した方のみご回答ください) 

1．1 か所 

4．11～30 か所 

2．2～5 か所 

5．31～50 か所 

3．6～10 か所 

6．51 か所以上 

⑧一日の平均的な外来患者数 
1．50 人以下 

4．201～500 人 

2．51～100 人 

5．501 人～1000 人 

3．101～200 人 

6．1001 人以上  

⑨地域医療連携ネットワーク※への 
参加状況 
※ICT を活用して患者関連情報を地域の 

医療機関等の間で共有するネットワーク 

1．参加している 

2．参加していない 

⑩医療情報を取り扱うシステム・サービ
スのうち貴機関で利用されているもの 
（当てはまるもの全てに〇をつけてください） 

1．電子カルテシステム・サービス 

3．医療用画像管理システム・サービス 

5．医療情報連携システム・サービス 

7．その他のシステム・サービス（ 

2．医事会計システム・サービス 

4．臨床検査システム・サービス 

6．オンライン診療システム・サービス 

                   ） 
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次世代医療基盤法とは？ 

医療分野の研究開発に役立てるための匿名加工医療情報に関して、国の責務、基本方針の策定、匿名加工

医療情報作成事業を行う者の認定、医療情報等及び匿名加工医療情報の取り扱いについて定めた法律。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2 “次世代医療基盤法”という言葉を聞いたことがありますか？1 つに〇をつけてください。 

1．聞いたことがあり、その内容について理解している  

2．聞いたことがあり、その内容の一部については理解している 

3．聞いたことはあるが、その内容について理解しているわけではない  

4．聞いたことがない  

問3 “次世代医療基盤法”に関する情報を得た主な媒体はどれですか？ 

当てはまるもの全てに〇をつけてください。 

1．一般紙  

4．院内の勉強会   

7．医師同士のメーリングリスト・SNS 

10．医療関係の商業誌等(紙媒体) 

13．その他のWeb サイト 

2．テレビニュース     

5．同僚との意見交換   

8．医学ジャーナルや医学書    

11．医療専門のWeb サイト 

14．スマートフォンアプリ 

3．学会、院外の研究会・勉強会 

6．MR からの情報   

9．医師会の会報や協議会など   

12．国のWeb サイト  

15．その他(            ） 

問 4以降の設問は”次世代医療基盤法”の内容に関する 

下記及び次頁の資料をご覧いただいた後にお答えください 

問3 へ 

問 4 へ 

政府広報オンラインより一部改編して使用 

問2で選択肢「1」～「3」を選択された方のみご回答ください。 
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 国が認定した認定事業者2が、制度にご協力いただける医療機関等から国民・患者の医療情報を収集します。 

 認定事業者は、必要な情報のみを、特定の個人が識別できず、復元もできないように匿名加工した上で 

研究機関や製薬企業などに提供します。 

 研究機関や製薬企業などは、提供された匿名加工医療情報を活用し、医療分野の研究開発を行います。 

 

1 人ひとりの情報を分析することにより、効果のより高い治療法、病気の早期発見や治療をサポートする機器開発

の研究等に役立てることができ、国民・患者により良い医療が提供されることにつながります。 

 

次世代医療基盤法で実現できること（例） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定事業者に対する医療情報の提供 

 制度の趣旨をご理解の上、認定事業者に対する医療情報の提供について、ご協力をお願いします。 

 医療情報の匿名加工は認定事業者が行います。医療機関が実施する必要はありません。 

 医療情報の提供に当たっては、患者に対して通知を行う必要があります。通知は最初の受診時に書面で 

通知することを基本としますが、オプトインによらなくても、オプトアウトによることが可能です。 

 医療機関等の判断によって、患者本人との関係に応じて、より丁寧な形で通知を行うことも可能です。 

 本人が提供を拒否しない場合、認定事業者に対して医療情報を提供できます。 

 

                                                   
2 “認定匿名加工医療情報作成事業者” のこと 

政府広報オンラインより一部改編して使用 
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利活用者に対する匿名加工医療情報の提供 

 我が国の医療分野の研究開発のためであれば、産官学のいずれも匿名加工情報を利活用できます。 

 利活用者は認定事業者に対して利用目的・内容等を申請し、認定事業者が設置する審査委員会を経て、

匿名加工医療情報の提供を受けることができます。その際、利用目的に応じた匿名加工が行われます。 

 匿名加工医療情報は認定事業者と利活用者との間の契約により、適切な安全管理措置が確保される 

範囲内において利用する必要があります。他の利活用者への提供には認定事業者の許可・契約が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 「一人ひとりの情報を分析することにより、効果のより高い治療法、病気の早期発見や治療を 

サポートする機器開発の研究等に役立てることができ、国民・患者により良い医療が提供されるこ

とにつながります。」 この“次世代医療基盤法”の目的と制度の内容について、どのように思われま

すか？1 つに〇をつけてください。 

1．非常に賛同できる         

2．どちらかというと賛同できる 

3．どちらかというと賛同できない    

4．全く賛同できない 

政府広報オンラインより一部改編して使用 

政府広報オンラインより一部改編して使用 

全ての方にお聞きします（p3～5 の資料を一読いただいた後、ご回答ください） 
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問 5 “次世代医療基盤法”では、医療機関から提供された医療情報は、認定事業者が匿名加工を 

行った上で利活用者へ提供され、活用されます。 

このことに関して、以下の観点から、懸念があると感じますか？それぞれ 1 つに〇をつけてください。 

①患者の理解が得られない懸念 
1.かなり懸念が 
ある 

2.少し懸念が 
ある 

3.あまり懸念 
ではない 

4.全く懸念は 
ない 

5.わからない 
 

②医療情報のセキュリティに関する 

懸念 

1.かなり懸念が 
ある 

2.少し懸念が 
ある 

3.あまり懸念 
ではない 

4.全く懸念は 
ない 

5.わからない 
 

③制度対応で業務負担が 

高まる懸念 

1.かなり懸念が 
ある 

2.少し懸念が 
ある 

3.あまり懸念 
ではない 

4.全く懸念は 
ない 

5.わからない 
 

④制度対応のために 

システム投資が発生する懸念 

1.かなり懸念が 
ある 

2.少し懸念が 
ある 

3.あまり懸念 
ではない 

4.全く懸念は 
ない 

5.わからない 
 

問６ 上記のような懸念に対応するために、“次世代医療基盤法”では各種対策が施されています。 

“次世代医療基盤法”では、医療機関の皆様に、認定事業者への医療情報の提供について協力

していただくことが重要です。 

以下のようなそれぞれの対策によって、情報提供に対する懸念は払拭されるでしょうか？ 

それぞれ 1 つに〇をつけてください。（個人の見解でも差し支えありません。） 

①患者の理

解が得られな

い懸念 

1．患者一人ひとりの医療情報は、特定の個人が識別できず、 

復元もできないように匿名加工した上で利活用者に対して 

提供されるということ。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

2．あらかじめ患者に通知し、本人が拒否しない場合においてのみ、 

認定事業者へ医療情報を提供することができるということ。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

3．患者又はその遺族は、認定事業者への医療情報の提供を望まない

場合、いつでも提供停止を求めることができるということ。また、既に情報

が認定事業者へ提供された後でも、可能な限り情報の削除を求めること

ができるということ。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

②医療情報

のセキュリティ

に関する懸念 

1．高い情報セキュリティなど、厳格な基準を満たした事業者のみが 

国から”認定匿名加工医療情報作成事業者“(認定事業者）として 

認定され、医療情報を収集・保有するということ。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

2．利活用者に対する匿名加工医療情報の提供は、認定事業者の 

設置する審査委員会が利用目的・内容等を審査した上で行われる 

ということ。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

3．認定事業者から利活用者に提供された情報は、認定事業者の 

許可なく第三者へ提供することはできないということ。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 



 

【病院】 

7 

 

 

 

問６ 続き 

③制度対応で

業務負担が高

まる懸念 

1．医療情報の匿名加工は認定事業者が行うため、医療機関で 

医療情報を匿名加工する必要はないということ。 

（匿名加工に係る責任は認定事業者が負うということ。） 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

2．あらかじめの通知については、口頭での説明を必須とせず、書面での 

通知のみで差し支えないこと。（通知書面の内容や、通知の方法は、 

認定事業者の確認を経て、確認した内容に沿って行うこととなること。） 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

3．認定事業者への医療情報の提供については、研究倫理指針の適用が 

除外されるため、倫理審査委員会の承認が不要であること。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

④制度対応の

ためにシステム

投資が発生す

る懸念 

1．認定事業者に対する医療情報の提供のために必要な医療機関の 

対応のうち、 情報システム等の基盤の拡充などについては、個々の医療 

機関との契約に基づき、認定事業者が必要な費用を負担する場合が 

あること。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

問 7 次世代医療基盤法の普及促進のために、内閣府では様々な施策を実施・検討しています。 

以下のような取り組みによって、情報提供に対する協力意向はどのように変わりますか？ 

それぞれ 1 つに〇をつけてください。（個人の見解でも差し支えありません。） 

1．医療機関、患者が問い合わせをすることができる、 

次世代医療基盤法に関するコールセンターの開設 

1.協力意向が大きく上がる 

2.どちらかというと協力意向が上がる 

3.協力意向は変わらない 

4.協力意向が下がる 

2．医療機関、医療従事者に対する制度の普及・啓発に向けた、 

学会等での講演 

1.協力意向が大きく上がる 

2.どちらかというと協力意向が上がる 

3.協力意向は変わらない 

4.協力意向が下がる 

3．次世代医療基盤法に対する国民の理解増進に向けた、 

パンフレット、チラシ等の作成及び医療機関への配付 

1.協力意向が大きく上がる 

2.どちらかというと協力意向が上がる 

3.協力意向は変わらない 

4.協力意向が下がる 

4．政府広報番組や政府広報オンライン等 Web ページ上での情報発信 

1.協力意向が大きく上がる 

2.どちらかというと協力意向が上がる 

3.協力意向は変わらない 

4.協力意向が下がる 
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アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒で 1月 14日（火）までに、ご投函いただきますよう宜しくお願い致します。 

また、次世代医療基盤法についてのより詳細な情報については、下記のURL及びQR コードより遷移するページに

てご覧頂けます。（同様のURL及びQR コードは本アンケートに同封の依頼状 

問 8 認定事業者への医療情報の提供について、協力意向をお答えください。1 つに〇をつけてください。 

1．機関/法人として、認定事業者へ医療情報を提供することが決まっている/提供する方針である 

2．個人の見解として、認定事業者への医療情報の提供に是非協力したい 

3．個人の見解として、認定事業者への医療情報の提供にどちらかというと協力したい 

4．個人の見解として、認定事業者への医療情報の提供にどちらかというと協力したくない 

5．個人の見解として、認定事業者への医療情報の提供に全く協力したくない 

6．機関/法人として、認定事業者へ医療情報を提供しないことが決まっている/提供しない方針である 

問 9 認定事業者への医療情報の提供に協力する意向である理由として 

当てはまるものをお答えください。（複数回答 最大 3 つまで） 

1．医療分野の研究開発に貢献すると考えられるため 

3．医療機関側の業務負担がそれほど大きくないため 

5．所属する法人・グループの意向であるため 

7．その他（                        

2．国民・患者のためになると考えられるため 

4．システム投資が発生しない（少ない）ため 

6．所属する学会・研究会の意向であるため 

                            ） 

問 10 認定事業者への医療情報の提供に協力しない意向である理由として 

当てはまるものをお答えください。（複数回答 最大 3 つまで） 

1．医療分野の研究開発に貢献すると考えられないため 

3．医療機関側の業務負担が大きいため 

5．所属する法人・グループの意向であるため 

7．その他（                        

2．国民・患者のためになると考えられないため 

4．システム投資が発生する（大きい）ため 

6．所属する学会・研究会の意向であるため 

                            ） 

次世代医療基盤法に関するご意見やご要望等がございましたら、ご自由に記入いただけますと幸いです 

 

政府広報オンライン 

https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201811/1.html 

問9 へ 

問 10 へ 

問８で選択肢「1」～「3」を選択された方のみご回答ください。 

問８で選択肢「４」～「６」を選択された方のみご回答ください。 
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次世代医療基盤法に関するアンケート調査 

 
 

１ アンケートの主旨と概要 

次世代医療基盤法1の理解増進に向けた対策を実施するために、現状を正しく把握するとともに、具体的な対

策を検討する際の基礎資料とさせていただきたく思います。 

２ アンケート回答者(記入者) 

本アンケートは、貴院の理事長や院長、事務局長およびそれに準ずる方宛にお送りしています。 

調査内容全体を見通すことができる方にご回答頂くことを想定しています。 

3 記入の方法 

設問の指示に従い、選択肢の番号に○を記入してください。 

ご記入頂く際の筆記用具は、鉛筆または黒のボールペンなどでお願いいたします。 

４ 返信の方法 

同封の返信用封筒（切手不要）に調査票を入れて、令和２年1月 14日（火）までにご投函  

ください（消印有効）。 

５ 返送いただいた回答について 

本アンケートは全て匿名アンケートです。 

回答はすべて統計的に処理され、個々の調査票を外部に出すことはありません。 

 

ご多忙のところ大変恐縮ですが、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

 本アンケートの構成  

本アンケートは以下の 3 つの章から構成されています。 

Ⅰ 貴機関の基本情報（問 1） 

 アンケート結果を分析する際の基礎となる、貴機関の基本情報に関する設問です。 

2019 年 12月時点の情報をご記載ください。 

Ⅱ 次世代医療基盤法の内容に関する設問（問 2～7） 

 次世代医療基盤法の認知度及び、その内容に関して、回答者様のご認識をお伺いする設問です。 

回答は回答者様ご自身の見解で差し支えありません。 

Ⅲ 次世代医療基盤法への協力意向に関する設問（問 8～10） 

 認定事業者に対して、貴機関から医療情報を提供することに対しての協力意向と、その理由に関する

設問です。回答は回答者様ご自身の見解で差し支えありません。 

 

 問い合わせ先  

調査実施 ： （株）野村総合研究所 グローバル製造業コンサルティング部 （担当：吉澤、尾本、松本） 

E-mail ： jisedai-iryou-enq@nri.co.jp 

TEL ： 0120‐901-842 (次世代医療基盤法に関するアンケート事務局) 

 

                                                   
1医療分野の研究開発に資するための匿名加工医療情報に関する法律 平成 29年 5月 12日公布 
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問 1 貴機関に関して以下の各設問にお答えください（令和元年 12月 1日時点） 

①回答者様の役職  

②所在する都道府県 
                  都 道 

                  府 県 

③所在する市区町村区分 

1．特別区                       2．政令指定都市   

3．中核市(およそ人口 20 万人以上の都市)  4．その他の市   

5．町村 

④常勤換算の医師数 
1．1 人 

4．4～5 人 

2．2 人 

5．6～9 人 

3．3 人 

6．10 人以上 

⑤標榜している診療科 

1．内科 

5．呼吸器内科  

9．眼科 

13．その他（ 

2．小児科  

6．外科  

10．耳鼻咽喉科 

        

3．消化器内科   

7．整形外科   

11．リハビリテーション科 

 

4．循環器内科   

8．皮膚科   

12．精神科 

        ） 

 

 

 

⑥設立主体 

1．国（国立大学法人含む） 

2．公的医療機関（都道府県、市町村、地方独立行政法人、日赤、済生会 等） 

3．社会保険関係団体 

（健康保険組合及びその連合会、共済組合及びその連合会、国民健康保険組合） 

4．医療法人   

5．個人   

6．その他（公益法人、私立学校法人、社会福祉法人、医療生協、会社、その他法人） 

 

⑦同一経営主体が運営する 
医療機関数 
(⑥で選択肢4，5，6に回答
した方のみご回答ください) 

1．1 か所 

4．11～30 か所 

2．2～5 か所 

5．31～50 か所 

3．6～10 か所 

6．51 か所以上 

⑧一日の平均的な外来患者数 
1．20 人以下 

4．61～80 人 

2．21～40 人 

5．81 人～100 人 

3．41～60 人 

6．101 人以上  

⑨地域医療連携ネットワーク※への 
参加状況 
※ICT を活用して患者関連情報を地域の 

医療機関等の間で共有するネットワーク 

1．参加している 

2．参加していない 

⑩医療情報を取り扱うシステム・サービ
スのうち貴機関で利用されているもの 
（当てはまるもの全てに〇をつけてください） 

1．電子カルテシステム・サービス 

3．医療用画像管理システム・サービス 

5．医療情報連携システム・サービス 

7．その他のシステム・サービス（ 

2．医事会計システム・サービス 

4．臨床検査システム・サービス 

6．オンライン診療システム・サービス 

                   ） 
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次世代医療基盤法とは？ 

医療分野の研究開発に役立てるための匿名加工医療情報に関して、国の責務、基本方針の策定、匿名加工

医療情報作成事業を行う者の認定、医療情報等及び匿名加工医療情報の取り扱いについて定めた法律。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2 “次世代医療基盤法”という言葉を聞いたことがありますか？1 つに〇をつけてください。 

1．聞いたことがあり、その内容について理解している  

2．聞いたことがあり、その内容の一部については理解している 

3．聞いたことはあるが、その内容について理解しているわけではない  

4．聞いたことがない  

問3 “次世代医療基盤法”に関する情報を得た主な媒体はどれですか？ 

当てはまるもの全てに〇をつけてください。 

1．一般紙  

4．院内の勉強会   

7．医師同士のメーリングリスト・SNS 

10．医療関係の商業誌等(紙媒体) 

13．その他のWeb サイト 

2．テレビニュース     

5．同僚との意見交換   

8．医学ジャーナルや医学書    

11．医療専門のWeb サイト 

14．スマートフォンアプリ 

3．学会、院外の研究会・勉強会 

6．MR からの情報   

9．医師会の会報や協議会など   

12．国のWeb サイト  

15．その他(            ） 

問 4以降の設問は”次世代医療基盤法”の内容に関する 

下記及び次頁の資料をご覧いただいた後にお答えください 

問3 へ 

問 4 へ 

政府広報オンラインより一部改編して使用 

問2で選択肢「1」～「3」を選択された方のみご回答ください。 
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 国が認定した認定事業者2が、制度にご協力いただける医療機関等から国民・患者の医療情報を収集します。 

 認定事業者は、必要な情報のみを、特定の個人が識別できず、復元もできないように匿名加工した上で 

研究機関や製薬企業などに提供します。 

 研究機関や製薬企業などは、提供された匿名加工医療情報を活用し、医療分野の研究開発を行います。 

 

1 人ひとりの情報を分析することにより、効果のより高い治療法、病気の早期発見や治療をサポートする機器開発

の研究等に役立てることができ、国民・患者により良い医療が提供されることにつながります。 

 

次世代医療基盤法で実現できること（例） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定事業者に対する医療情報の提供 

 制度の趣旨をご理解の上、認定事業者に対する医療情報の提供について、ご協力をお願いします。 

 医療情報の匿名加工は認定事業者が行います。医療機関が実施する必要はありません。 

 医療情報の提供に当たっては、患者に対して通知を行う必要があります。通知は最初の受診時に書面で 

通知することを基本としますが、オプトインによらなくても、オプトアウトによることが可能です。 

 医療機関等の判断によって、患者本人との関係に応じて、より丁寧な形で通知を行うことも可能です。 

 本人が提供を拒否しない場合、認定事業者に対して医療情報を提供できます。 

 

                                                   
2 “認定匿名加工医療情報作成事業者” のこと 

政府広報オンラインより一部改編して使用 
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利活用者に対する匿名加工医療情報の提供 

 我が国の医療分野の研究開発のためであれば、産官学のいずれも匿名加工情報を利活用できます。 

 利活用者は認定事業者に対して利用目的・内容等を申請し、認定事業者が設置する審査委員会を経て、

匿名加工医療情報の提供を受けることができます。その際、利用目的に応じた匿名加工が行われます。 

 匿名加工医療情報は認定事業者と利活用者との間の契約により、適切な安全管理措置が確保される 

範囲内において利用する必要があります。他の利活用者への提供には認定事業者の許可・契約が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 「一人ひとりの情報を分析することにより、効果のより高い治療法、病気の早期発見や治療を 

サポートする機器開発の研究等に役立てることができ、国民・患者により良い医療が提供されるこ

とにつながります。」 この“次世代医療基盤法”の目的と制度の内容について、どのように思われま

すか？1 つに〇をつけてください。 

1．非常に賛同できる         

2．どちらかというと賛同できる 

3．どちらかというと賛同できない    

4．全く賛同できない 

政府広報オンラインより一部改編して使用 

政府広報オンラインより一部改編して使用 

全ての方にお聞きします（p3～5 の資料を一読いただいた後、ご回答ください） 
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問 5 “次世代医療基盤法”では、医療機関から提供された医療情報は、認定事業者が匿名加工を 

行った上で利活用者へ提供され、活用されます。 

このことに関して、以下の観点から、懸念があると感じますか？それぞれ 1 つに〇をつけてください。 

①患者の理解が得られない懸念 
1.かなり懸念が 
ある 

2.少し懸念が 
ある 

3.あまり懸念 
ではない 

4.全く懸念は 
ない 

5.わからない 
 

②医療情報のセキュリティに関する 

懸念 

1.かなり懸念が 
ある 

2.少し懸念が 
ある 

3.あまり懸念 
ではない 

4.全く懸念は 
ない 

5.わからない 
 

③制度対応で業務負担が 

高まる懸念 

1.かなり懸念が 
ある 

2.少し懸念が 
ある 

3.あまり懸念 
ではない 

4.全く懸念は 
ない 

5.わからない 
 

④制度対応のために 

システム投資が発生する懸念 

1.かなり懸念が 
ある 

2.少し懸念が 
ある 

3.あまり懸念 
ではない 

4.全く懸念は 
ない 

5.わからない 
 

問６ 上記のような懸念に対応するために、“次世代医療基盤法”では各種対策が施されています。 

“次世代医療基盤法”では、医療機関の皆様に、認定事業者への医療情報の提供について協力

していただくことが重要です。 

以下のようなそれぞれの対策によって、情報提供に対する懸念は払拭されるでしょうか？ 

それぞれ 1 つに〇をつけてください。（個人の見解でも差し支えありません。） 

①患者の理

解が得られな

い懸念 

1．患者一人ひとりの医療情報は、特定の個人が識別できず、 

復元もできないように匿名加工した上で利活用者に対して 

提供されるということ。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

2．あらかじめ患者に通知し、本人が拒否しない場合においてのみ、 

認定事業者へ医療情報を提供することができるということ。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

3．患者又はその遺族は、認定事業者への医療情報の提供を望まない

場合、いつでも提供停止を求めることができるということ。また、既に情報

が認定事業者へ提供された後でも、可能な限り情報の削除を求めること

ができるということ。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

②医療情報

のセキュリティ

に関する懸念 

1．高い情報セキュリティなど、厳格な基準を満たした事業者のみが 

国から”認定匿名加工医療情報作成事業者“(認定事業者）として 

認定され、医療情報を収集・保有するということ。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

2．利活用者に対する匿名加工医療情報の提供は、認定事業者の 

設置する審査委員会が利用目的・内容等を審査した上で行われる 

ということ。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

3．認定事業者から利活用者に提供された情報は、認定事業者の 

許可なく第三者へ提供することはできないということ。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 
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問６ 続き 

③制度対応で

業務負担が高

まる懸念 

1．医療情報の匿名加工は認定事業者が行うため、医療機関で 

医療情報を匿名加工する必要はないということ。 

（匿名加工に係る責任は認定事業者が負うということ。） 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

2．あらかじめの通知については、口頭での説明を必須とせず、書面での 

通知のみで差し支えないこと。（通知書面の内容や、通知の方法は、 

認定事業者の確認を経て、確認した内容に沿って行うこととなること。） 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

3．認定事業者への医療情報の提供については、研究倫理指針の適用が 

除外されるため、倫理審査委員会の承認が不要であること。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

④制度対応の

ためにシステム

投資が発生す

る懸念 

1．認定事業者に対する医療情報の提供のために必要な医療機関の 

対応のうち、 情報システム等の基盤の拡充などについては、個々の医療 

機関との契約に基づき、認定事業者が必要な費用を負担する場合が 

あること。 

1.懸念はかなり小さくなる 

2.懸念はある程度小さくなる 

3.懸念は変わらない 

4.懸念は大きくなる 

問 7 次世代医療基盤法の普及促進のために、内閣府では様々な施策を実施・検討しています。 

以下のような取り組みによって、情報提供に対する協力意向はどのように変わりますか？ 

それぞれ 1 つに〇をつけてください。（個人の見解でも差し支えありません。） 

1．医療機関、患者が問い合わせをすることができる、 

次世代医療基盤法に関するコールセンターの開設 

1.協力意向が大きく上がる 

2.どちらかというと協力意向が上がる 

3.協力意向は変わらない 

4.協力意向が下がる 

2．医療機関、医療従事者に対する制度の普及・啓発に向けた、 

学会等での講演 

1.協力意向が大きく上がる 

2.どちらかというと協力意向が上がる 

3.協力意向は変わらない 

4.協力意向が下がる 

3．次世代医療基盤法に対する国民の理解増進に向けた、 

パンフレット、チラシ等の作成及び医療機関への配付 

1.協力意向が大きく上がる 

2.どちらかというと協力意向が上がる 

3.協力意向は変わらない 

4.協力意向が下がる 

4．政府広報番組や政府広報オンライン等 Web ページ上での情報発信 

1.協力意向が大きく上がる 

2.どちらかというと協力意向が上がる 

3.協力意向は変わらない 

4.協力意向が下がる 
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アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒で 1月 14日（火）までに、ご投函いただきますよう宜しくお願い致します。 

また、次世代医療基盤法についてのより詳細な情報については、下記のURL及びQR コードより遷移するページに

てご覧頂けます。（同様のURL及びQR コードは本アンケートに同封の依頼状 

問 8 認定事業者への医療情報の提供について、協力意向をお答えください。1 つに〇をつけてください。 

1．機関/法人として、認定事業者へ医療情報を提供することが決まっている/提供する方針である 

2．個人の見解として、認定事業者への医療情報の提供に是非協力したい 

3．個人の見解として、認定事業者への医療情報の提供にどちらかというと協力したい 

4．個人の見解として、認定事業者への医療情報の提供にどちらかというと協力したくない 

5．個人の見解として、認定事業者への医療情報の提供に全く協力したくない 

6．機関/法人として、認定事業者へ医療情報を提供しないことが決まっている/提供しない方針である 

問 9 認定事業者への医療情報の提供に協力する意向である理由として 

当てはまるものをお答えください。（複数回答 最大 3 つまで） 

1．医療分野の研究開発に貢献すると考えられるため 

3．医療機関側の業務負担がそれほど大きくないため 

5．所属する法人・グループの意向であるため 

7．その他（                        

2．国民・患者のためになると考えられるため 

4．システム投資が発生しない（少ない）ため 

6．所属する学会・研究会の意向であるため 

                             ） 

問 10 認定事業者への医療情報の提供に協力しない意向である理由として 

当てはまるものをお答えください。（複数回答 最大 3 つまで） 

1．医療分野の研究開発に貢献すると考えられないため 

3．医療機関側の業務負担が大きいため 

5．所属する法人・グループの意向であるため 

7．その他（                       

2．国民・患者のためになると考えられないため 

4．システム投資が発生する（大きい）ため 

6．所属する学会・研究会の意向であるため 

                             ） 

次世代医療基盤法に関するご意見やご要望等がございましたら、ご自由に記入いただけますと幸いです 

 

政府広報オンライン 

https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201811/1.html 

問9 へ 

問 10 へ 

問８で選択肢「1」～「3」を選択された方のみご回答ください。 

問８で選択肢「４」～「６」を選択された方のみご回答ください。 
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